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と
じ
て
保
存
い
た
し
ま
し
ょ
う

　
　
い
つ
か
お
役
に
立
つ
と
き
が
あ
り
ま
す
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次代をになう子どもたち
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　　　あす昏の希望を胸にいだいて

　きょうも　大地を　けりている
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村
民

　
　
　
　
生
活 の
福
祉
と

の
向
上
を

村
　
長

　
み
な
さ
ん
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
各
ご
家
庭
と
も
に
、

一
家
こ
ぞ
っ
て
ご
壮
健
で
、
新
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
、
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
中
は
、
村
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
し
た
お
か
げ
で
、
平
和

、
つとでめお

すま

杉
　
田
　
武
　
喜

に
し
て
明
る
い
村
政
と
な
り
、
事
業
を

と
お
し
て
み
な
さ
ん
の
福
祉
に
つ
な
が

る
行
政
に
終
始
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
を

　
　
　
振
り
返
っ
て

　
昭
和
四
十
四
年
の
事
業
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
ま
ず
教
育
施
設
と
し
て

北
小
学
校
危
険
校
舎
の
改
築
事
業
で

す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
面

積
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
、
工
事

費
七
千
三
百
万
円
に
も
の
ぽ
る
こ
の
近

代
的
な
校
舎
は
、
十
二
月
中
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
う
ち
を
終
わ
り
、
い
ま
内
部
の

作
業
を
急
い
で
お
り
ま
す
。

　
農
業
施
策
に
つ
い
て
は
、
小
原
土
地

改
良
区
、
山
王
用
水
土
地
改
良
区
板
井

地
区
の
基
盤
整
備
事
業
も
完
成
し
、
野

原
か
ら
滑
川
村
に
か
け
て
の
和
田
川
土

地
改
良
区
の
基
盤
整
備
事
業
も
、
第
一

年
度
分
の
事
業
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
現
在
、
御
正
稚
蚕
共
同

飼
育
所
を
建
築
中
で
す
が
、
畜
産
、
果

樹
、
園
芸
に
つ
い
て
も
奨
励
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
つ
い
で
「
村
の
発
展
は
道
路
か
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
）
　
図

　
　
　
　
む
、

を
合
い
言
葉
に
、
療
養
所
線
の
舗
装
、

村
内
県
道
で
は
深
谷
ー
東
松
山
線
の
一

部
を
残
し
て
小
川
線
、
富
田
線
、
玉
川

線
の
舗
装
が
、
昭
和
四
十
四
年
度
中
に

終
了
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
小
川
県
道
か
ら
役
場
、
中
学
校

わ
き
を
へ
て
北
小
学
校
へ
の
道
は
、
村

の
最
も
重
要
な
道
路
と
し
て
舗
装
を
計

画
、
工
事
に
着
手
す
る
段
ど
り
と
な
り

ま
し
た
。

　
福
祉
関
係
と
し
て
は
老
人
対
策
、
身

障
者
対
策
、
生
活
扶
助
事
業
、
青
少
年

対
策
、
婦
人
対
策
、
ま
た
公
民
館
運
動

を
中
心
と
す
る
社
会
教
育
の
向
上
、
体

育
の
奨
励
な
ど
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
村
民
の
福
祉
と

　
　
　
生
活
の
向
上
を

　
そ
こ
で
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

つ
ぎ
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
、
事
業

を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
教
育
施
設
や
社
会
教
育
の
充
実
を

　
ま
ず
人
づ
く
り
の
た
め
に
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
の
施
設
整
備
や
教
育
資
材

の
拡
充
、
社
会
教
育
の
充
実
を
と
り
あ

げ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
生
活
の
向
上
を

　
住
民
の
福
祉
を
増
進
し
、
生
活
の
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
純
農
村
の
立
場

か
ら
、
農
業
振
興
地
域
の
指
定
を
う
け

て
、
議
会
、
農
業
委
員
会
、
農
協
や
農
業

経
営
者
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞

い
て
施
策
を
講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
工
一
体
福
利
増
進
の
た
め

前
年
の
ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
の
誘
致
に
つ
い

で
、
こ
と
し
も
優
良
工
場
の
誘
致
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
道
路
網
の
整
備

　
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
前
年

で
き
な
か
っ
た
道
路
の
改
良
、
重
要
路

線
の
舗
装
、
県
道
深
谷
ー
東
松
山
線
の

舗
装
な
ど
を
終
わ
ら
せ
た
い
。
ま
た
大

雨
に
よ
る
被
害
の
で
な
い
よ
う
前
も
っ

て
補
修
を
し
、
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

　
南
地
区
を
縦
貫
す
る
農
免
道
路
も
二

年
目
を
迎
え
、
で
き
る
か
ぎ
り
延
長
し

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

　
お
互
い
に
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
す

す
め
る
た
め
に
は
、
や
り
た
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
村
の
健
全
財

政
を
守
り
な
が
ら
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
を
で
き
る
限
り
獲
得
し
て
、
み
な

さ
ん
の
ご
希
望
に
そ
え
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
議
会
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
団
体
と
連
絡
を
密
に
し
、
村

民
の
た
め
の
村
政
を
推
進
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
わ
り
に
、
村
内
全
体
の
か
た
が
た

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

）

）
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歳
末
助
け
合
い
運
動
に
つ
き
ま
し
て

は
、
例
年
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
と
し
も
つ
ぎ

の
と
お
り
の
結
果
が
得
ら
れ
、
施
設
の

入
所
者
や
、
生
活
保
護
家
庭
、
そ
の
他

め
ぐ
ま
れ
な
い
か
た
が
た
へ
の
配
分
を

完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
礼
と
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
度
歳
末
助
け
合
い
結
果

成
沢
三
本
上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
原
小
江
川

塩板
井
柴千
代
試
験
場

療
養
所

一二一七三三五五三三六四五三七四、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、

村
内
寺
院
託
鉢
分
二
〇
、

　
　
合
計
　
　
一
二
一
、

七
七
〇
円

九
一
〇
円

七
一
〇
円

四
六
〇
円

〇
六
〇
円

〇
二
〇
円

三
九
〇
円

七
二
〇
円

六
九
〇
円

五
五
〇
円

〇
九
〇
円

五
〇
〇
円

五
六
〇
円

一
二
〇
円

八
七
〇
円

五
六
〇
円

七
〇
〇
円

九
一
六
円

五
九
六
円
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こ

　
村
民
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
お
正
月
ほ
ど
希
望
に
み
ち
、
進
歩
向

上
の
意
気
に
も
え
、
過
去
の
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
帳
消
し
に
し
、
も
う
一
度
新
し

く
出
発
す
る
機
会
を
人
に
与
え
、
一
段

の
雄
飛
を
企
画
さ
せ
る
、
ま
さ
に
一
年

の
計
は
元
旦
に
あ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
九
七
〇
年
以
降
の
日
本
は
、
激
動

期
に
あ
り
と
申
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
沖

縄
、
安
保
、
農
政
、
大
学
等
国
の
重
要

問
題
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
な
か
に
農
業
政
策
が
含
ま
れ
て
お
り

近
代
的
な
農
村
に
し
て

住
み
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

ま
す
こ
と
は
、
私
た
ち
農
村
人
に
も
っ

と
も
驚
異
を
感
じ
さ
せ
る
大
事
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
し
か
し
今
後
の
政
策
が
い
か
に
農
村

に
不
利
益
を
も
た
ら
そ
う
と
も
、
本
村

の
基
は
農
業
で
あ
り
、
農
政
を
お
ろ
そ

か
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
農
業
振
興
を
計
り
、
近
代
農
村
と
し

て
の
発
展
を
期
し
、
明
る
い
住
み
よ
い

郷
土
を
つ
く
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
文
教
部
門
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
現

在
北
小
学
校
が
村
民
皆
さ
ま
の
希
望
を

大
き
く
に
な
い
、
近
隣
に
き
こ
え
し
学

問
発
生
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い
そ
の
威
容

を
日
増
し
に
完
成
へ
と
近
づ
け
て
お
り

ま
す
。

　
お
そ
ら
く
や
近
き
将
来
、
北
小
学
校

体
育
館
、
南
小
学
校
校
舎
改
築
と
、
今

後
継
続
、
実
施
い
た
さ
ね
ば
な
ら
な
い

人
づ
く
り
の
場
。
村
の
先
覚
者
と
し
て

現
在
を
成
し
て
く
だ
さ
っ
た
老
人
に
、

よ
り
幸
福
を
。
婦
人
会
、
各
種
団
体
の

ま
す
ま
す
活
動
し
や
す
い
施
策
を
。
さ

ら
に
近
接
町
村
に
て
実
施
、
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
消
防
機
構
、
団

員
に
対
す
る
待
遇
の
改
善
。
目
ま
ぐ
る

し
い
社
会
の
う
つ
り
か
わ
り
と
に
ら
み

　長

A　いロ

娑杉郷
当

警田土

糞弥を

　
　
　
　
　
　
　
　
弥
　
平

　
　
　
　
当
然
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
と
し
て
、
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
て
ま
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

し
ょ
う
。

　
本
年
、
皆
さ
ま
が
最
大
の
関
心
を
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
新
都
市
計
画
法
の

実
施
が
予
定
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
い
ま
か

ら
剛
九
七
年
前
に
独
立
宣
言
を
し
、
わ

ず
か
二
百
年
足
ら
ず
で
、
世
界
第
一
位

の
大
国
に
成
長
せ
し
め
た
偉
大
な
国
民

パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
こ
そ
、
大
い
に
学
ぱ

ね
ば
な
ら
な
い
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
常
に
新
し
い
起
点
に
あ
た
り
て
は
、

村
民
の
福
祉
と
、
合
理
性
と
、
妥
当
性

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
検
討
さ
れ
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
江
南
村
百
年

の
ピ
ジ
ョ
ン
を
、
あ
や
ま
て
る
こ
と
な

く
樹
立
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
考
え

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
五
年
の
夜
明
け
と
と
も
に

槌
立
高
く
飛
躍
す
る
江
南
村
の
大
発
展

と
、
皆
さ
ま
の
よ
り
幸
福
で
あ
り
ま
す

よ
う
、
よ
り
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈

念
い
た
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
隷

　
江
南
村
消
防
点
検
が
、
十
一
月
三
十

日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
江
南
中
学
校

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
消
防
協
会
熊
谷
支
部

の
特
別
連
合
点
検
は
十
二
月
六
日
熊
谷

市
荒
川
運
動
公
園
で
熊
谷
市
、
江
南
、

大
里
村
の
各
消
防
団
が
参
加
し
て
行
な

消防点検行われる
　一一功労者86名を表彰

わ
れ
ま
し
た
。

　
団
員
六
百
四
十
人

に
よ
る
閲
兵
、
分
列

行
進
、
服
装
点
検
に

つ
づ
い
て
消
防
自
動

車
二
十
九
台
の
ポ
ン

プ
操
法
、
い
つ
せ
い

放
水
が
行
な
わ
れ
、

消
防
の
威
力
を
発
揮

　
　
　
　
　
　
　
わ

す
る
こ
と
が
で
き
蓄

し
た
。

　
村
な
ら
び
に
連
合

点
検
に
お
い
て
表
彰

を
う
け
た
優
良
団

員
、
功
労
者
は
つ
ぎ

の
か
た
が
た
で
す
。

　
埼
玉
県
消
防
協
会
表
彰

◎
二
等
功
労
章
　
持
田
一
芳

◎
三
等
功
労
章

　
吉
田
久
雄
、
新
井
吉
美

◎
技
能
章
福
田
哲
史

◎
消
防
功
労
者

　
杉
田
弥
平
、
新
井
政
男

◎
永
年
勤
続
章
　
持
田
一
芳
ほ
か
三
名

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

◎
火
災
予
防
成
績
優
秀
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

“
．
篠
崎
英
作
ほ
か
十
二
名
　
　
　
　
　
～

　
千
野
幸
三
、
岡
田
安
雄
、
橋
本
松
良

　
持
田
繁
雄
、
長
谷
川
充
、
吉
野
博
孝

　
柴
田
賢
次
、
馬
場
誠
喜

　
好
田
光
治
、
島
田
幸
男
、
松
本
信
夫

　
関
口
正
典
、
木
村
貞
夫
、
武
政
重
夫

◎
消
防
協
力
者
島
村
信
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
”

　
　
熊
谷
支
部
表
彰
　
　
　
　
　
　
　
四

◎
特
別
功
労
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
大
沢
照
三
、
田
中
啓
介
、
島
田
嘉
明
”

◎
一
等
功
労
章
　
権
田
寛
、
遠
藤
六
助
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
高
橋
助
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

◎
二
等
功
労
章
福
田
正
一
、
小
沢
裕
佃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
湯
本
重
則
、
小
林
日
目
英
、
小
島
久
義
一

　
湯
本
栄
、
関
口
正
和
、
井
上
好
治
　
　
～

◎
三
等
功
労
章
　
内
山
光
治
、
柳
信
男
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
柴
田
忠
、
小
久
保
嘉
三
、
飯
島
貞
男
四

　
神
山
登
、
吉
沢
淳
次
、
岡
田
担
定
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
江
南
村
表
彰
　
　
　
　
　
　
四

◎
優
良
団
員
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
宇
治
川
栄
一
、
福
田
征
芳
、
坂
田
実
四

　
島
山
邦
久
、
福
田
宗
治
、
高
橋
友
則
一

　
大
久
保
岩
治
、
水
野
新
一
、
持
田
正
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
権
田
久
平
、
長
沢
哲
男
、
松
本
隆
夫
～

　
笠
原
忠
行
、
志
村
春
吉
、
根
岸
一
男
～

　
反
町
勝
行
、
柴
芳
明
、
小
久
保
秀
夫
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
宇
治
川
源
三
、
吉
沢
常
雄
、
茂
木
桂
一

　
飯
島
文
雄
、
増
田
富
雄
、
杉
田
和
重
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
松
本
元
固
、
滝
巴
克
己
　
　
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

∋
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
亀
ご
，
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予
算
の
総
額

二
億
四
千
八
百
万
円
に

　
第
五
回
臨
時
議
会
は
十
一
月
二
十
日

．
第
四
回
定
例
会
は
十
二
月
十
三
目
、
そ

れ
ぞ
れ
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
役
場
会

議
室
に
開
か
れ
、
条
例
、
補
正
予
算
、

水
道
関
係
の
報
告
書
な
ど
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
ま
た
は

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

村
営
土
地
改
良
事
業
の

経
費
を
徴
収
す
る
条
例

　
村
が
土
地
改
良
事
業
を
行
な
う
場
合

そ
の
事
業
に
必
要
な
経
費
か
ら
、
国
や

県
な
ど
の
補
助
金
を
差
し
引
い
た
残
り

の
費
用
に
対
し
て
、
そ
の
地
域
内
に
あ

る
士
地
の
利
益
を
受
け
る
も
の
か
ら
、

費
用
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
き
め
た
も
の
で
す
。

補一

正般

予会

算計

　
二
回
の
議
会
で
の
補
正
額
は
、
四
千

百
六
万
九
千
円
で
、
予
算
総
額
は
、
二

億
四
千
八
百
七
十
七
万
二
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
の
お
も
な
も
の
は
、
農
業
構
造

改
善
事
業
や
農
免
道
路
の
県
補
助
金
二

千
二
百
十
九
万
七
千
円
、
町
村
特
別
交

付
金
百
九
十
二
万
円
、
村
有
士
地
払
い

下
げ
代
金
二
百
五
十
四
万
四
千
円
、
北

小
学
校
や
道
路
整
備
事
業
費
の
村
債
千

四
百
五
十
万
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
で
は
、
農
業
構
造
改
善
事
業
費

や
農
免
道
路
費
二
千
五
百
七
十
七
万
円

小
原
稚
蚕
共
同
飼
育
所
の
建
設
補
助
金

二
百
万
円
、
道
路
整
備
費
千
二
百
七
十

三
万
円
、
和
田
川
改
修
費
の
負
担
金
九

十
万
円
な
ど
で
し
た
。

水
　
道
　
用
　
地

売
買
契
約
の
承
認

　
昭
和
四
十
五
年
度
に
行
な
う
水
道
事

業
拡
張
の
た
め
の
用
地
と
し
て
、
樋
春

の
八
百
十
八
番
地
、
二
百
五
平
方
メ
ー

ト
ル
を
購
入
し
た
こ
と
の
承
認
を
求
め

た
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計
の

上
半
期
決
算
報
告

年
金
額
を
大
幅
に
引
き
あ
げ

改
正
さ
れ
た
国
民
年
金

　
み
な
さ
ん
待
望
の
国
民
年
金
法
が
大

幅
に
改
正
さ
れ
、
現
在
の
生
活
水
準
に

あ
わ
せ
て
、
み
な
さ
ん
の
老
後
保
障
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
も
な
改
正
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
　
年
金
額
の
引
き
上
げ

　
別
表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
昭
和
四

十
五
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す

　
保
険
料
は
四
百
五
十
円
に

　
給
付
の
引
き
上
げ
に
と
も
な
っ
て
、

保
険
料
も
七
月
一
日
か
ら
年
令
に
関
係

な
く
四
百
五
十
円
と
な
り
ま
す
。

　
高
令
者
の
任
意
加
入
が
で
き
る

　
国
民
年
金
が
は
じ
ま
っ
た
昭
和
三
十

六
年
当
時
五
十
歳
～
五
十
四
歳
（
明
治

三
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
明
治
四
十
四

年
四
月
一
日
生
ま
れ
）
の
人
で
、
最
初

に
加
入
申
し
込
み
し
な
か
っ
た
入
は
、

そ
の
後
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
六
月
三
十

日
ま
で
に
申
し
出
れ
ば
加
入
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
役
場
で
受
け
付
け
を
は
じ
め

て
い
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
加
入
期
間
は
五
年
間
、
保

険
料
は
一
ヵ
月
七
百
五
十
円
、
年
金
額

は
三
万
円
（
月
二
千
五
百
円
）
で
す
。

　
支
給
を
受
け
ら
れ
る
の
は
六
十
五
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
で
、
所
得
に
よ
る
支
給

停
止
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

灘
襲
誰
縫
繍
…

費
用
は
百
五
＋
万
幸
男
上
半
期
繍

馨
は
五
士
万
七
千
円
と
な
り
脈
…
…

　
　
固
定
資
産
評
価
審
査
　
　
　
　
　
　
副

　
　
委
員
会
委
員
の
選
任
　
　
　
　
　
一

お知らせ

　一i漁

轄ザ押サ

　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
お
り
ま
す
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
が
、
一
名
任
期
満
了
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
議
会
の
同
意
を
得
て

篠
崎
英
作
氏
を
再
選
し
、
引
き
続
き
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　　　　《給付額はこれだけふえた》

　　　　　　　　　　　改正前　　　　改正後

老令年金　10年納付　　24，000円→　60，000円

　　　　　25年納付　　60，000円→150，000円

　　　　　40年納付　　96，000円→240，000円

障害年金　　1級　　72，000円→120，000円

　　　　　　2級　60，000円→96，000円
母子・準母子年金子1人55，200円→　91，200円

遺児年金　子1人　　　30，000円→　91，200円

死亡一時金簿黙5一偽…円一・α…円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e魯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　燭◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら罵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　虜々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▽，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う嶋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　厚8　　　　　　　　　　　　　　　　　　墨e　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃　　　　　　　　　　　　　　　　　曽・　　　　　　　　　　　　　　　　　eσ　　　　　　　　　　　　　　　　5翻　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　⑰■　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　6■　　　　　　　　　　　　　　　G　　　　　　　　　　　　　　8■　　　　　　　　　　　　　　嘱々　　　　　　　　　　　　　　●■　　　　　　　　　　　　　9曜　　　　　　　　　　　　　亀々　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　冨6　　　　　　　　　　　々8　　　　　　　　　　　，欄　　　　　　　　　　　鷲6　　　　　　　　　　．●　　　　　　　　　帖■　　　　　　　　　身－　　　　　　　　　e　　　　　　　　■■　　　　　　　　，－　　　　　　　巳e　　　　　　　■，　　　　　　ひ耀　　　　　　ψ　　　　　■D　　　　　〃ロ　　　　　■　　　　ひ．　　　　●　　　り　　　e　　　●燭　　　●　　『冒　　興∂　“　⑰冒
鳳∂“

み
ん
な
で
ス
キ
ー
を

　
　
　
参
加
希
望
者
を
募
集

　
村
の
体
育
協
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
ス
キ
ー
講
習
会
を
計
画
し
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
お
友
だ
ち
さ
そ
い
あ
っ
て
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き
　
　
二
月
七
日
～
八
日

と
こ
ろ
　
菅
平
ス
キ
ー
場

会
費
　
　
一
人
　
一
、
○
○
○
円

申
込
場
所
　
教
育
委
員
会
か
区
長
さ
ん

申
込
期
日
　
一
月
二
十
日
ま
で

※
ス
キ
ー
用
具
（
一
組
五
〇
〇
円
）
を

借
り
た
い
方
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

成
人
式
に
は

　
　
　
　
軽
装
で

　
と
　
き
　
一
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
午
前
九
時
三
十
分

　
と
こ
ろ
　
江
南
中
学
校
体
育
館

　
行
事
試
典
と
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
成
人
の
日
は
「
お
と
な
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
ぬ
こ
う
と
す

　
　
　
ン

）
　
く

）

）
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”
つ
勝
動
い　、》，、～

冒

／へ、

　
　
　
り
　
）

　
の騰
．

（
「

灘

蔦
、
葬
譲

室

は
り
き
る
マ
マ
さ
ん
た
ち

　
十
二
月
七
日
大
里
地
区
婦
人
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
が
寄
居
会
場
で
行
な

わ
れ
、
江
南
村
か
ら
も
出
場
し
て
活

↑
躍
し
ま
し
た
。

↑
村
道
小
原
療
養
所
線
舗
装
お
わ
る

　
　
国
の
補
助
金
を
受
け
て
、
五
力
年

　
計
画
で
改
良
舗
装
を
行
な
っ
て
き
ま

　
し
た
が
、
こ
と
し
の
七
〇
四
メ
ー
ト

　
ル
で
、
全
線
舗
装
を
完
了
い
た
し
ま

　
し
た
。

↑児童遊園地できる

　上新田では、子どもたちをいろ

いろの事故から守るために、村の

助成を得て区民全員が協力して、

神社の境内に、立派な遊園地をつ

くりました。

＼
，
　
へ

ρ

’

　
一
、
動
揺
す
る
感
情
に
そ
な
え
て

　
青
年
期
の
子
ど
も
の
感
情
は
非
常
に

徴
妙
で
、
両
極
端
の
感
情
の
あ
い
だ
を

ゆ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
あ
る
日
は
優
越
感
を
い

だ
ぎ
、
あ
る
日
は
劣
等
感
に
お
ち
い
る

の
が
こ
の
時
期
の
特
徴
で
す
。

　
し
つ
け
の
コ
ツ
と
し
て
は
、

応
じ
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
親
身
に

相
手
に
な
っ
て
や
っ
た
り
、

語
り
あ
っ
た
り
、
共
感
を
し
め
し
た
り

ユ
ー
モ
ア
で
む
く
い
た
り
、
時
に
は
、

笑
っ
て
や
っ
た
り
、
無
視
し
た
り
と
い

う
、
柔
軟
性
の
あ
る
あ
つ
か
い
を
し
て

や
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
を

通
じ
て
、
豊
か
な
情
操
を
養
い
、
自
か

ら
感
情
を
お
さ
え
る
こ
と
や
、
あ
ら
わ

ぜ
ξ
◆
◆
ー
，
．
専
3
も
，
1
4
々
3
■
◆
．
ロ
F
鳶
◎
3
5
・
．
，
’
．
3
監
◆
㍗
B
‘
ず
ξ
ち
1
9
4
。
や

ブ
冬
山
登
山
に
は

ノ
　
　
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
準
備
を

駄
－
雪
や
氷
に
お
お
わ
れ
た
冬
山
に
は
、

肋
き
び
し
い
寒
さ
、
変
化
の
は
げ
し
い
天

ノ阪
候
な
ど
、
平
地
で
は
想
像
も
で
き
な
い

’
し
危
険
性
を
秘
め
て
お
り
ま
す
。

！
　
冬
山
に
登
る
場
合
に
は
、

へ
う
な
点
に
注
意
し
て
帳
、
悲
惨
な
事
故
を

　
　
卿

　
　
　
　
　
中
・
高
校
生
時
代

　
　
　
　
　
　
　
す
こ
と
の
支
配
が
で
き
る
能
力
を
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
　
　
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
二
、
自
己
を
理
解
す
る
し
つ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
青
年
期
に
は
、
お
と
な
か
ら
離
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
自
分
自
身
の
考
え
の
う
ち
に
、
自
分
を

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
他
人
を
み
つ
め
る
傾
向
が
強
く
な

　
　
　
　
　
　
　
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
家
庭
で
は
、
子

　
　
状
況
に
　
　
ど
も
が
孤
立
し
た
が
る
と
不
安
が
り
、

　
　
　
　
　
　
　
一
人
で
い
る
こ
と
を
許
さ
な
い
よ
う
な

　
ま
じ
め
に
　
　
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期
に

　
　
　
　
　
　
　
じ
っ
く
り
と
自
分
を
み
つ
め
、
い
か
に

　
　
　
　
　
　
　
生
き
る
べ
き
か
を
考
え
る
こ
と
は
、
た

　
　
　
　
　
　
　
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
じ
ゅ
う
ぶ
ん

　
　
　
　
　
　
　
な
理
解
が
な
く
て
は
、
社
会
へ
出
て
自

　
　
　
　
　
　
　
分
を
生
か
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
で

　
　
　
　
　
　
　
す
。
ひ
と
り
を
見
つ
め
る
時
間
こ
そ
、
青

　
　
　
　
　
　
　
年
期
に
与
え
た
い
も
の
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
　
｛
◆
，
，
『
3
3
㌔
，
，
，
♂
3
ち
，
9
イ
0
3
も
矯
－
’
畠
◎
ヤ
峯
鳥
ー
イ
3
ち
9
ー
イ
亀
3
ヤ
，
，
」
3
ー
●
，
『
，
．
や
ど
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

　
　
　
　
　
　
　
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
芒
よ
牝
愈

　
　
　
　
　
　
藻
欝
麟
慧
㎜

　
　
　
　
　
　
◇
鰭
罫
礪
灘
舗
讐
袈
　
…
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
1
の
も
と
に
登
山
す
る
。
　
　
　
　
；

　
つ
ぎ
の
よ
　
◇
天
候
に
は
絶
亀
ず
注
意
す
る
。
　
　
，

　
　
　
　
　
　
◇
蕎
食
糧
じ
ゅ
－
ぶ
ん
用
意
薫
…

　4

◎
『
乞
亀
1
9
4
ε
ち
◆
』
帥
○
1
塾
、
』
．
．
々
ー
亀
事
。
亀
3
ー
鬼
．
－
．
o
e
ー
鬼
畢
．
亀
々
◎
ー
鬼
ー
『
．
◎
’
も
φ
匹
．
’
ご
直
◆
◎
盈
畠
8
三
も

・
子
ど
も
の
し
つ
け
⑨

’

、陶一，，F、亀h一‘ノー、脅～一ヂ侮む一一ダF一㌔釦一’P一、師一，一F、、r，

妊婦検診は　第4月曜日

　1月26日　2月23日　3月23

｝
る
青
年
を
祝
い
励
ま
す
」
日
で
す
。

㌔
　
と
こ
ろ
で
成
人
式
と
な
る
と
、
だ
れ

（
も
思
い
出
す
の
が
女
性
の
訪
問
着
で

凸
す
。
一
生
に
一
度
の
式
典
で
あ
り
、
本
人

碑
は
も
ち
ろ
ん
親
た
ち
も
、
立
派
な
晴
着

一
を
着
せ
た
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
す
。

婦
　
し
か
し
な
が
ら
大
ぜ
い
の
中
に
は
、

㌔
こ
の
晴
着
の
都
合
が
つ
か
ず
、
一
人
ふ

㌦
だ
ん
着
で
は
と
涙
を
の
ん
で
欠
席
す
る

凸
人
の
あ
る
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

漕
　
「
も
し
そ
の
一
人
が
自
分
で
あ
っ
た

卍
ら
」
と
思
い
を
そ
の
人
の
身
の
う
え
に

“
お
か
れ
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
自
粛
さ

婦
れ
て
、
意
義
あ
る
成
人
式
に
し
た
い
も

㌦
の
で
す
。

～
　
な
お
、
成
人
式
の
行
事
と
し
て
フ
ォ

凸
ー
ク
ダ
ン
ス
を
行
な
う
予
定
で
す
。

’
　
み
ん
な
軽
装
で
、
楽
し
く
踊
る
く
ふ

ぜ
う
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

轡

講謎画
　
　
　
目
　
　
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
。

乳児相談は　第3月曜日

　1月19日　2月16日　3月16

母子健康センター

1時30分～2時30分

無料，

所
間
用

場
時
費

●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●

どうぞお気軽においでください



⊂電》広報こうなん昭和45年1月1日

の
晶
．

瓢
作
⑤

よ給　
食

　
　
　
　
江
南
中
二
年

　
　
　
　
　
　
松
本
　
よ
志
子

　
あ
ち
こ
ち
の
給
食
当
番
が
、
給
食
室

の
前
を
行
き
来
す
る
見
な
れ
た
そ
の
光

景
は
、
全
く
な
ご
や
か
で
あ
る
。

　
教
室
で
配
繕
し
て
い
る
と
…
…
「
わ

あ
、
や
っ
と
給
食
だ
。
」
と
待
ち
こ
が

れ
て
い
た
男
子
の
声
。
い
ろ
い
ろ
の
声

が
聞
か
れ
る
。
す
る
と
、
「
ま
た
、
も

や
し
か
。
」
な
ど
と
い
う
不
平
の
声
、

確
か
に
い
ま
の
給
食
は
、
あ
ま
り
い
い

も
の
と
は
い
え
な
い
。
が
、
そ
の
割
に

は
給
食
代
は
、
多
少
な
り
と
も
高
く
な

っ
て
ぎ
て
い
る
。
「
物
価
高
の
時
期
だ

か
ら
、
し
か
た
な
い
。
」
と
い
え
ば
そ

れ
で
終
わ
り
だ
。

　
だ
が
、
そ
う
い
い
き
っ
て
し
ま
う
ま

え
に
、
も
う
少
し
深
く
考
え
て
み
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
村
の
方
で
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
献

立
を
立
て
て
い
て
く
れ
る
。
献
立
表
を

よ
く
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
き
ょ
う
の
給
食
は
何
か
な
。
」
な

ど
と
単
純
に
み
る
だ
け
で
な
く
、
熱
量

と
か
、
蛋
白
質
の
と
こ
ろ
を
。
絶
対
に

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
え
な
い
。
だ
け
ど

給
食
費
の
な
か
か
ら
、
少
し
で
も
よ
い

食
品
を
、
お
い
し
い
物
を
、
そ
し
て
栄

養
の
あ
る
も
の
を
と
い
っ
た
考
え
が
折

り
込
ま
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
だ
か
ら
、
も
っ
と
お
い
し
い
も
の
を

と
い
う
と
、
そ
れ
に
比
例
し
て
給
食
費

が
上
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
そ
ん
な
こ

と
か
ら
私
た
ち
は
、
不
平
は
云
え
な
い

だ
ろ
う
。

　
そ
れ
か
ら
、
給
食
と
い
え
ば
頭
に
浮

か
ぶ
の
が
、
給
食
の
お
ば
さ
ん
。
こ
の

じ
み
な
仕
事
を
毎
日
つ
づ
け
て
く
れ
る

お
ば
さ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
寒
さ
は
も
っ
と
き
び
し
く

な
る
。
ト
ッ
パ
ー
を
着
、
マ
フ
ラ
ー
を

し
、
そ
し
て
手
袋
を
し
て
も
、
な
お
寒

い
と
い
う
私
た
ち
。
そ
ん
な
な
か
で
給

食
に
は
げ
む
お
ば
さ
ん
。
あ
か
ぎ
れ
は

き
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
私
た
ち
二
年
生
は
、
給
食
と
い
う
も

の
を
味
わ
っ
て
八
年
目
。
考
え
て
み
る

と
、
も
う
そ
ん
な
か
な
あ
…
と
思
う
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
給
食
の
お
ば
さ

ん
に
八
年
間
お
せ
わ
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ま
た
、
八

回
目
の
冷
た
い
冬
も
や
っ
て
き
た
。

　
ど
う
ぞ
お
ば
さ
ん
、
か
ら
だ
に
は
じ

ゅ
う
ぶ
ん
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
心
か
ら
、
給
食
の
お
ば
さ
ん

あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

）

）

　
父
と
の
対
話

　
　
　
　
　
江
南
中
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
山
．
松
江

　
夜
お
そ
く
ま
で
勉
強
し
て
い
る
と
、

必
ら
ず
私
の
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ

る
の
が
父
で
あ
る
。

　
父
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
み
な
ら

わ
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
時
も
あ

る
し
、
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
笑
い
こ
ろ

げ
て
し
ま
う
時
も
あ
る
。
時
に
は
祖
母

も
入
っ
て
き
て
、
一
段
と
話
が
は
ず
む

　
父
の
話
に
は
、
子
ど
も
の
時
の
こ
と

テ
レ
ビ
の
こ
と
、
会
社
の
こ
と
と
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、
私
は
、
父
の
子
ど
も
の

時
の
様
子
を
聞
く
の
が
大
好
き
だ
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
父
は
、
絵
が
大
好
ぎ

で
、
毎
日
の
よ
う
に
絵
を
書
い
て
い
た

10種目に優勝

の
だ
そ
う
だ
。
で
も
そ
ん
な
父
を
見

て
、
今
は
亡
き
私
の
祖
父
に
「
絵
な
ど

書
い
て
出
世
す
る
者
は
い
な
い
。
」

と
、
よ
く
し
か
ら
れ
た
そ
う
だ
。
祖
母

か
ら
も
、
祖
父
は
が
ん
こ
者
で
、
と
て

も
苦
労
し
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
、
少
し
は
絵
を
書
く

の
を
控
え
め
に
し
た
ら
し
い
が
、
気
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
父
は
今
で

も
気
の
む
い
た
時
に
は
絵
を
書
い
て
い

る
。
根
っ
か
ら
絵
が
好
き
な
の
だ
ろ
う

か
。
そ
ん
な
時
の
父
の
真
剣
な
顔
を
見

て
い
る
と
、
子
ど
も
の
時
、
祖
父
に
し

か
ら
れ
て
い
る
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　
ま
た
、
こ
ん
な
話
も
あ
っ
た
。

　
父
が
私
ぐ
ら
い
の
時
は
、
勉
強
に
つ

い
て
、
と
て
も
き
ぴ
し
く
、
つ
ら
か
っ

た
そ
う
だ
。
学
校
に
行
く
時
も
、
当
時

は
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
本
を
読
ん
だ

そ
う
だ
。
試
験
中
と
い
え
ば
、
お
風
呂

に
入
る
時
間
さ
え
、
お
し
く
思
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
私
に
と
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
耳

の
い
た
い
話
だ
っ
た
。
父
の
話
は
な
お

も
続
い
た
が
、
少
し
の
あ
い
間
を
み
て

は
、
私
に
こ
ん
な
話
を
し
て
、
勉
強
す

る
の
に
よ
い
心
境
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

心
が
け
て
く
れ
る
父
が
、
ほ
こ
り
に
思

え
た
。
父
は
、
今
に
な
っ
て
も
勉
強
し

て
い
る
。

　
父
の
頭
か
ら
は
、
も
う
し
ち
が
が
何

本
か
で
て
い
る
。
私
は
い
つ
ま
で
も
勉

強
す
る
こ
と
を
忘
れ
ぬ
人
間
に
な
り
た

い
。
い
や
、
忘
れ
な
い
で
い
た
い
。

　
父
と
の
対
話
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
を

感
じ
た
。

穐　11月22日午前9時30分から大里村の会場で・江1

雛欝暴鶴ll縦
き
勢が優勝する活躍ぶりでし鵡　　1

　　また入賞では、小学校36人中18人が北小学校の

　児童で、中学校の部では36人中28人までが江南中

　学の生徒という一方的な勝利でした。

　　優勝者のうち江南村関係はつぎのとおりです。

　1，000卿北小4女　梅影　　香3分41秒6新記録

1、1，二lll浅驚翻

　　〃中2女福島容子3〃4〃・口1

　　〃　　中3女　橋本　純子3〃37〃8新記録l

l嬰串騰炭喜愛類講嚢1
愚瓢良膿撚．餓鴛伽．講

）

）



昭和45年1月1日
ζて）広報ζ己うな左＿．、

作って牽る二より売れる米脅

　　　　加一一これからの稲つくり

酒　一．一伽、論r

　　じロ婁一、鴨画も噌＿」いも鳳一・

　
米
の
過
剰
問
題

を
き
っ
か
け
に
、

米
価
の
す
え
お
ぎ

自
主
流
通
米
制
度

の
発
足
、
作
付
転

換
な
ど
稲
作
を
め

ぐ
る
情
勢
は
い
よ

い
よ
き
び
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
量
が
た
り
れ
ば

当
然
質
が
問
題
に

な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
「
作
っ
て

売
る
」
時
代
か
ら

「
売
れ
る
も
の
を

作
る
」
時
代
「
に
変

化
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
は
「
売

れ
る
米
」
を
多
く

取
為
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
つ
ぎ
の

点
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。
　
。

へ
（

二
月
に
農
業
セ
ン
サ
ス

調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い

　
昭
和
四
十
五
年
二
月
一
日
現
在
で
、

一
、
九
七
〇
年
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

．
，
｝
♂
3
、
茎
3
3
監
㍉
」
4
0
も
，
、
～
3
も
禽
，
’
3
も
え
」
3
ー
◆
、
倉
3
3
覧
、
」
3
ち
㍉
［
8
身
O

ど
ん
な
品
種
を
え
ら
ん
だ
ら
よ
い
か

　
商
品
と
し
て
の
米
を
作
る
た
め
に
は

ま
ず
、
品
種
を
え
ら
ぶ
こ
と
が
第
一
歩

で
す
。
埼
玉
県
で
は
、
ご
承
知
の
よ
う

に
奨
励
品
種
を
決
定
し
、
品
種
の
統
一

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
奨
励
品
種
は
収
量
、
品
質
、
食
味
な

ど
あ
ら
ゆ
る
点
を
考
え
て
え
ら
ん
だ
品

種
で
す
の
で
、
奨
励
品
種
を
作
付
け
す

る
こ
と
が
安
全
で
す
が
、
な
か
で
も
埼

玉
県
産
自
主
流
通
米
と
し
て
仕
分
け
さ

れ
た
品
種
は
、
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
、
ト
ネ

ワ
セ
、
日
本
晴
、
中
生
新
千
本
の
四
品

種
と
、
奨
励
品
種
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
五
品
種
が
決
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
良
い
品
種
を
し
ぼ
っ
て
大
量
に
作
る

こ
と
、
こ
れ
は
商
品
性
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
生
産
性
向
上
の
う
え
か
ら
も
た

い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。

早
植
え
、
密
植
に
努
め
よ
う

稲
を
つ
く
る
か
ら
に
は
、
多
収
を
あ

　
こ
の
調
査
は
、
一
定
の
時
期
に
農
林

業
の
実
態
を
は
握
し
、
現
代
の
う
つ
り

か
わ
る
農
業
に
対
し
て
農
政
の
方
向
を

誤
ら
な
い
た
め
に
、
ま
た
、
今
後
の
農

業
が
ど
う
動
く
か
を
み
き
わ
め
る
た
め

の
、
最
も
重
要
な
統
計
資
料
と
な
る
も

の
で
す
。

　
調
査
の
内
容
は
、
み
な
さ
ん
の
耕
地

げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、
強
い
苗
を
育
成
し
、
こ
れ

を
な
る
べ
く
早
く
植
え
る
こ
と
で
す
。

　
稲
は
、
生
育
期
間
を
な
が
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
増
収
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
日
で
も
早
く
植

え
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
ま
た
稲
は
、
茎
数
が
少
な
い
と
増
収

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
三
・
三
平
方
メ
ー

ト
ル
（
一
坪
）
あ
た
り
七
十
株
以
上
植

え
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

土
つ
く
り
と
施
肥
方
法
は

　
昔
か
ら
「
稲
は
地
力
で
取
る
」
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
士
に
力
を
つ
け
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

堆
き
ゅ
う
肥
の
施
用
、
生
わ
ら
施
用
、

硅
カ
ル
、
溶
燐
の
施
用
な
ど
に
よ
っ
て

土
つ
く
り
を
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で

す
。　
一
方
、
施
肥
方
法
は
、
元
肥
重
点
主

義
を
や
め
て
追
肥
に
重
点
を
お
い
た
施

肥
を
す
る
こ
と
が
安
全
で
、
良
質
多
収

が
得
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
地
力

（

（

　
　
　
　
防
寒
装
置
を

　
毎
年
、
い
ま
ご
ろ
か
ら
二
月
下
旬
ま

で
、
水
道
管
の
破
裂
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
早
め
に
「
わ
が
家
」
の
水
道
管
に
も

防
寒
装
置
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
裸
の
管
に
は
フ
ェ
ル
ト
か
厚
目
の
布

を
ま
き
、
そ
の
う
え
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー

プ
を
ま
い
て
く
だ
さ
い
。

・
凍
っ
た
と
き
は
、
じ
ゃ
ぐ
ち
の
せ
ん

を
開
き
、
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
、
じ
ょ
じ

ょ
に
熱
い
湯
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

急
に
熱
い
湯
を
か
け
る
と
管
が
破
裂
し
卿

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ

面
積
や
、
専
業
、
兼
業
の
別
、
農
業
の
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

仕
事
を
す
る
目
数
、
耕
作
物
の
種
類
、
　
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

家
畜
の
飼
育
数
な
ど
で
す
。
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
二
月
一
日
ご
ろ
調
査
員
が
、
み
な
さ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

ん
の
お
宅
へ
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
　
舶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

か
ら
、
こ
の
調
査
が
正
確
に
、
し
か
も
　
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

円
滑
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
　
。
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へ

お
願
い
い
た
し
ま
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。
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う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞠
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“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

の
低
い
地
帯
で
は
、
緩
効
性
肥
料
を
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

る
と
よ
い
こ
と
が
展
示
ほ
の
結
果
か
ら
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

も
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
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噌

捻
趨
難
潜
讐
燃

固
く
し
ば
り
、
応
急
措
置
を
し
て
お
い
磁

て
灘
繋
連
馨
戴
…
…

熊
谷
局

　
　
3
2
局
の
き
り
替
え

　
熊
谷
市
三
ケ
尻
地
区
に
建
設
中
の
電

話
交
換
局
が
近
く
完
成
し
、
一
月
二
十

三
日
午
後
三
時
か
ら
熊
谷
局
番
「
32
」

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
一
部
の
電
話
番

号
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
一
月
二
十
三

日
午
後
三
時
以
降
、
3
2
局
の
電
話
へ
の

通
話
は
、
番
号
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
番
号
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

一
〇
四
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
　
　
　
　
　
（
熊
谷
電
報
電
話
局
）

　
　
消
火
の
応
援
に
は

　
　
　
　
　
自
動
車
の
置

　
　
　
　
　
場
に
注
意
を

　
　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　
　
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
、
村
内
の
み

　
な
さ
ん
が
消
火
の
応
援
に
か
け
つ
け
て

　
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
が
最
近
、
自
動
車
で
現
場
に
ゆ
く
人
が

…
瓢
多
い
の
で
、
場
合
に
よ
る
と
、
消
防
車

　
…
が
火
災
現
場
に
近
づ
く
こ
と
が
で
ぎ
な

　
い
状
況
で
す
。

　
　
自
動
車
は
、
火
災
現
場
よ
り
離
れ
た

　
場
所
に
置
い
て
、
消
防
車
が
現
場
に
乗

　
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

　
　
一
分
、
一
秒
で
も
早
く
、
消
防
車
が
消

　
火
活
動
を
は
じ
め
ら
れ
る
よ
う
、
ぜ
ひ

　
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
ゆ

、
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多
い
酒
よ
い
運
転
事
．
故

運
転
者
は

　
酒
を
飲
ん
で
の
運
転
が
あ
ぶ
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
子
ど
も
で
も
知
っ
て
い

る
こ
と
で
す
が
、
い
っ
こ
う
に
あ
と
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
◇
　
◇
　
◇

　
年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、
特
に

酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　
自
動
車
を
運
転
す
る
方
は
、
つ
ぎ
の

こ
と
を
ぜ
ひ
守
っ
て
、
飲
酒
運
転
は
絶

対
や
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
O
た
と
え
一
杯
で
も
、
酒
を
飲
ん
だ

ら
絶
対
に
ハ
ン
ド
ル
は
握
ら
な
い
。

　
も
し
飲
ん
だ
と
き
は
、
車
は
置
い
て

郵
政
省
で
は
、

る、

っ
そ
う
の
自
覚
を

帰
る
よ
う
に
。

　
○
酒
を
飲
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
車
で
で
か
け
な
い
。

　
O
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
酒
の
席

へ
は
顔
を
だ
さ
な
い
。

　
O
運
転
す
る
人
に
は
、
酒
を
す
す
め

な
い
、
飲
ま
せ
な
い
。

　
こ
れ
ら
四
つ
の
こ
と
は
、
み
な
さ
ん

が
そ
の
気
に
な
れ
ば
守
れ
な
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
安
全
運
転
を
実
行
し
、
家
族
み
ん
な

が
笑
顔
で
す
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

住
み
ょ
い
郷
土
を
つ
く
る

郵
便
貯
金
を
奨
励

「
住
み
よ
い
郷
士
を

つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
」
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
郵
便
貯
金
は
、
国
民
の
経
済

生
活
を
安
定
さ
せ
、
明
る
く
豊
か
な
家

庭
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
と
と
も
に

そ
の
お
金
は
、
国
の
財
政
投
資
資
金
と

し
て
、
全
国
の
都
道
府
県
、
市
町
村
や

公
社
、
公
団
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
貸
し
出
さ
れ
た
資
金
は
、
国
民
生
活

に
関
係
の
深
い
学
校
、
住
宅
の
建
設
か

ら
、
生
活
環
境
施
設
の
整
備
、
農
林
漁

業
の
近
代
化
や
中
小
企
業
金
融
の
充
実

社
会
福
祉
事
業
施
設
な
ど
の
拡
充
、
道

路
、
鉄
道
、
電
力
な
ど
社
会
資
本
の
拡

充
、
あ
る
い
は
地
域
開
発
事
業
の
推
進

な
ど
に
つ
か
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
郵
便
貯
金
が
こ
の
よ

う
に
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
密
接
な
つ

な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
つ
て
い
た
だ
ヒ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
　
　
　
　
）
）
礼

．
．
壱
い
き
ん

・年末調整と・

確定申告

ぜ
い
き
ん
ご
・
・

　所得税は、確定申告にょる納税をた七

まえとしていますが、サラリーマンにつ

いては、給与の支払者が支払いのつど、

斯得税を差勉引いて納める源泉徴取制度

がとられています。

　そして、12月にはその1年間の源泉徴

収された所得税を精算するための年末調

整が行なわれます。これは毎月の給与や

賞与から徴収された所得税の年間合計額

と、1年間の給与の総額について納めな

ければならない本来の税額（年税額とい

います）との差額を精算するものです。

　また給与の支払者は、翌年1月31日ま

でに、給与の支払いを受けた人全員に対

してr給与所得の源泉徴収票（給与支払

報告書」）を交付するとともに、その写

しを、給与の支払いを受けた人の居住す

る市町村に提出しなければなりません。

　交付された源泉徴収票は、毎年3月15

日までに申告が行なわれる確定申告、ま

たは村民税の申告をされる方に必要です

から、たいせつに保存してください。ま

た交付を受けていない方は、給与の支払

者に催促して、交付を受けてください。

　ことしの確定申告の期間は、2月16日

から3月16日までですが、くわしい日程

についてはあらためてお知らせします。
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あ

3

讐

ほうれん草と

　油あげの白和え

　　材料4人分
ほうれん草一……・…1束

油あげ………………1枚
ご　ま…………大さじ3

とうふ………2分の1丁
さとう…………大さじ3
塩………………！」、さじま

しょうゆ………小さじ1，

h
作
グ
方
〕

①
ほ
う
れ
ん
草
を
塩
ゆ
で
に
し
、
し
ょ

う
ゆ
小
さ
じ
一
ぱ
い
を
ふ
っ
て
絞
り
、

三
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
切
る
。

②
油
あ
げ
は
熱
湯
を
か
け
て
せ
ん
切
り

に
し
、
う
す
味
で
煮
る
。

③
ご
ま
を
妙
っ
て
す
り
、
と
う
ふ
は
サ

サ
ッ
と
ゆ
で
て
か
ら
、
ふ
き
ん
で
絞
っ

て
つ
ぶ
し
、
さ
と
う
、
塩
を
加
え
て
す

り
ま
ぜ
、
さ
き
の
ほ
う
れ
ん
草
、
油
あ

げ
と
あ
え
る
。

　
　
切
り
抜
き
の

　
　
　
　
整
　
理
　
を

　
新
聞
を
読
ん
で
切
り
抜
き
を
す
る
人

は
多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
あ

と
の
始
末
は
な
か
な
か
メ
ン
ド
ウ
な
も

の
で
す
。
年
月
日
を
必
ず
書
き
込
み
、

分
類
し
て
お
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　
育
児
、
洋
裁
、
電
気
製
品
、
洗
た
く

そ
の
他
に
分
け
、
古
い
ノ
ー
ト
な
ど
に

は
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
が
、
ポ
リ

袋
な
ど
に
項
目
別
に
入
れ
て
お
く
の
も

案
外
い
い
も
の
で
す
。

　
整
理
す
る
だ
け
で
も
記
憶
す
る
も

の
。
切
ケ
っ
ば
な
し
で
つ
ん
で
お
く
の

は
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。

又＿ノ

）

ハ
　
晴
れ
着
の

ハ
　
　
し
み
抜
き

㌦・
　
お
正
月
の
晴
れ
着
を
し
ま
う
と
き
、

ノ、
一
番
た
い
せ
つ
な
こ
と
は
汚
れ
落
し
と

一
｝
手
入
れ
で
す
。

、ノ
　
し
み
抜
き
で
は
、
ま
ず
し
み
の
種
類

㌦一
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
し
ょ
う
油
と

㌦
か
酒
・
油
な
ど
で
し
た
ら
広
が
る
の
を

ぜ
』
防
ぐ
た
め
に
、
し
み
の
ま
わ
り
に
き
り

、
ノ
を
吹
き
ま
す
。
つ
ぎ
に
手
ぬ
ぐ
い
を
下

㌦避ヂ
一、’

％一％転ノ％ノヘげ
く
扱
う
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

に
あ
て
て
、
ガ
ー
ゼ
に
ぬ
る
ま
湯
を
含

ま
せ
、
し
み
の
上
か
ら
た
た
き
ま
す
。

こ
れ
を
い
っ
た
ん
か
わ
か
し
、
こ
ん
ど

は
し
み
抜
き
剤
を
使
う
わ
け
で
す
。

酒
・
し
ょ
う
油
・
お
茶
て
い
ど
な
ら

温
石
け
ん
水
。
お
し
ろ
い
・
コ
ー
ヒ
ー

は
ベ
ン
ジ
ン
・
キ
ハ
ツ
油
。
え
り
あ
か

は
ア
ル
コ
ー
ル
。
果
汁
・
汁
な
ど
は
ア

ン
モ
ニ
ア
水
。
と
く
に
え
り
あ
か
は
、

折
り
山
だ
け
で
な
く
広
く
ま
ん
べ
ん
な




